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研究要旨 脊柱靱帯骨化症の術前検査としての骨 SPECT‐CT の有用性を検討し

た。骨 SPECT‐CT により、靱帯骨化病変の骨代謝の程度や力学的ストレスを視

覚化できる可能性があり、その所見により固定の追加や OPLL に対する前方除圧

の必要性を評価できる可能性がある。 

 

Ａ． 研究目的 

脊柱靱帯骨化症における骨 SPECT-CT

検査の有用性を検討すること。 

 

Ｂ．研究方法 

2015 年以降に当院で手術を施行した脊

柱靱帯骨化症の症例の中で、術前に骨

SPECT-CTを用いて骨化病変の評価を実施

した 6 例において、その画像所見と病態、

手術方法について検討した。各症例の年齢

や骨代謝状態によって基本となる正常脊椎

骨の集積度合が様々であるため、骨化病変

の集積状態は、集積度数により症例間で比

較するのではなく、各症例において責任高

位の骨化病変が他の部位と比較して集積が

亢進しているかどうかで判断した。 

 

Ｃ．研究結果 

術前に骨 SPECT-CT にて骨化病変の評

価を実施した 6 例は、頸椎 OPLL が 1 例、

胸椎 OLF が 1 例、胸椎 OPLL が 4 例であ

った。責任高位の骨化病変に明らかな集積

亢進を認めたのは 3 例（胸椎 OLF1 例、胸

椎 OPLL2 例）であり、全例後方除圧に加

え固定術を併用した。責任高位の骨化病変

に明らかな集積を認めず、脊髄の圧迫（責

任高位）が限局しており、さらに骨化の脊

柱管占拠率が 50％を超えていた胸椎OPLL

の 1 例に後側方進入前方除圧術を施行した。

JOA 改善率は 71％であり、術前は歩行不能

であったが、現在は支持なしで歩行可能で

ある。 

 

Ｄ．考察 

骨シンチグラフィー製剤は、骨代謝の盛

んな部位に強く集積するため、靱帯骨化に

おいては骨化巣の増大傾向が強い病変や力

学的ストレスが強く固定術の併用が望まし

い病変に集積が亢進する可能性がある。さ

らに骨シンチグラフィーの SPECT 画像と

CT 検査を Hybrid させた骨 SPECT-CT は、

集積部位の解剖学的な位置がより詳細に評

価できるため、多数の小関節が 3 次元的に

存在し高位診断が重要である脊椎病変の診

断には有用であると考えた。 

我々は胸椎 OPLL に対する先行研究にお

いて、責任高位が限局し OPLL が大きい（脊

柱管占拠率 50％以上）症例は前方除圧とし、

それ以外は後方除圧固定を原則として、前

向きに術後成績を評価した。21例中 9例は、
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後側方進入前方除圧術を施行し、術後経過

は良好であった。その他の 12 例中 2 例は限

局型の比較的小さい（脊柱管占拠率 50％未

満）OPLL を有し、術前ミエロ CT にて脊

髄後方のくも膜下腔が残存していたため、

後方固定のみを実施した。しかし、JOA の

改善率は（後側方進入）前方除圧固定群、

後方除圧固定群に比較して有意に低かった。

この 2 例は、画像的に後方除圧の意義がな

いことは明らかであるため、前方除圧の適

応があった可能性がある。本研究の結果よ

り、この 2 例において術前の骨 SPECT-CT

検査を行い、責任高位の骨化巣に集積亢進

がなければ固定の意義は少ないことが想定

され、十分な神経症状の改善には前方除圧

が必要であると判断された可能性がある。 

現時点では症例数が少なく科学的な検証

はできていないが、今後も頸椎 OPLL や胸

椎 OLF も含めて症例を蓄積して検討を重

ねることで、脊柱靱帯骨化症の骨化伸展予

測や治療方針の決定における骨 SPECT-CT

検査の有用性を検討していく予定である。 

 

Ｅ．結論 

脊柱靱帯骨化症における骨 SPECT‐CT

検査の有用性を検討した。骨 SPECT‐CT

の所見により固定の追加や前方除圧の必要

性を評価できる可能性がある。 
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